
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                      

保護者の皆様へ 

生徒たちは，いのちの授業を通して命の尊さを改めて感じることができたのではないかと思います。当初は，保護

者の方も一緒に講演に参加していただければと考えておりましたが，感染症の状況を鑑み，生徒のみの講演となりま

した。生徒たちの感想には「悲しむだけでなく，自分にできることを見つけて実行したい」「飼っているペットを最後

まで責任をもってお世話していきたい」「犬や猫にも命があって気持ちもある。自分がされて嫌なことはしてはいけ

ないと思った。」という意見がたくさんありました。裏のページに生徒の感想を掲載しています。生徒たちは一生懸命

話をきいてくれていました。ぜひ，ご家庭でも子どもたちから話をきいてみていただければと思います。 

NO.９ 
令和５年７月１３日 

大崎上島中学校  

保 健 室  

７月７日（金）にNPO法人 SPICA（スピカ）から山下育美先生に来ていただき，全校生徒を対象にいの

ちの授業を行いました。山下先生の経験や活動を聞きながら，動物たちをめぐる問題や言葉を持たないペッ

トの気持ちに色々な思いをめぐらしたと思います。私たちにもできることはきっとあります。社会の現状に

目を向け，考え，発信し続けることは，動物だけでなく私たち人間がよりよく生きていける社会へと繫がり

ます。お話を聞いてあなたが感じたことを，ぜひ，たくさんの人へ伝えてくださいね。 

人間と動物が共存できる社会を目指して 

広島県は殺処分０だが… 
 

年間３０００頭の犬や猫が動物
愛護センターへ収容され，動物保
護団体に保護されています。厳し
い環境下で飼い主を待ち続けてい
る動物達はたくさんいる。生きて
さえいれば，幸せなのだろうか… 
 

SPICA代表 山下育美 先生 日本の犬や猫を取り巻く現状 
 

広島市内の高校で先生をされ
ながら，動物の保護活動もされ
ています。いのちの教室や学生
と一緒にボランティア活動をし
たり，講演会や保護猫の譲渡活
動に取り組んでおられます。 

殺処分や悪徳ブリーダー，動物虐
待など，動物の命をめぐる問題につ
いて考えました。人間の都合で社会
に組み込まれた動物たち…言葉を持
たない犬や猫の命を守るのは社会全
体の責任ではないだろうか。 

私たちにできることは

何だろｙ 呉市の動物愛護センターから，大崎上島
町へやってきた”あらし君” 
優しい飼い主さんに引き取られて，幸せに
暮らしているそうです。山下先生から，そ
の飼い主さんは大崎上島中学校の生徒だと
伺い，とても驚きました。人の優しさが動
物の命を救い，人と人との縁を繋いでくれ
ているんですね。 

何かないだろうか 



生徒の感想を紹介します。【一部抜粋】 

 

◯令和 2年度は，1日に約６５頭の犬や猫が殺処分されていると聞いて驚きました。命が助かり保護施設に保護

されても飼い主が迎えに来てくれなかったり，厳しい環境下で暮らさないといけない動物がたくさんいます。

だから保護することをゴールにしてはいけないと思いました。飼うだけでもいけないと思います。最後まで愛

せないと意味がないと思いました。現状を知り周りに広めたり，将来ペットを飼う時はよく考えたいと思いま

す。 

 

◯自分は小学校 5 年生から犬を一匹飼っています。最初はかまれてばかりだったけど，今は全くかまなくなっ

て，とてもたくましく育っています。最近また犬を飼う話をしていたので，出来る限り殺処分されるかもしれ

ない犬を迎えてあげたいです。 

 

◯「簡単に手に入れ，簡単に捨てる。」人間はペットが欲しければペットショップに行って買える。病気になっ

たり育てるのが大変になったら捨てる。飼ったなら最後まで愛してあげなければいけないと思います。今まで

は見て見ぬふりだったけど，ちゃんと考えて動物とともに生きていこうと思いました。 

 

◯グラフを見て，殺処分数は減ってきていたけど，まだ殺処分されている犬や猫がいます。そのことを受け止め

て，今自分ができることを見つけて行動に移していきたいです。もし，犬や猫を飼うことになったら最後まで

投げ出さずにお世話をしていきたいです。自分の都合で見捨ててはいけないと思いました。 

 

◯「ドリーム」なんてついていますが，ドリームボックスは楽しい夢なんて見れません。私だって，今，吸う酸

素がなくなったらとても苦しみながら死んでしまいます。その現実を聞くことも見ることもしんどいです。ボ

タンを押す人にも大きなストレスがかかるだろうと思います。そのことを，しっかり心に留めておきたいです。 

 

◯私たち一人一人にできることは少ないかもしれないけど，正しい知識を身に付けたり，支援物資を送ったりで

きることから始めたいと思います。 

 

◯殺処分をするほうもされるほうも，かわいそうだし辛いことだと思います。私は少しでも殺処分がなくなって，

いろんな人が動物の命を考えられるようになってほしいです。動物の命を軽いものだと考えないようにしてほ

しいと思いました。 

 

◯山下先生の話をきいて，愛犬を今も大事にしていますが，もっと大事にしようと思いました。 

 

◯自分たちの都合だけでなく，動物の気持ちになって考えてみようと思いました。自分たちだけでも出来ること

は必ずあると思うので探して実行していきたいです。 

 

◯簡単に飼い主になることはできませんが，自分に出来ることを探し行動していきたいです。動物も人と同じよ

うに命は大切で，幸せに生きてほしいです。努力すれば，将来は人間も動物も幸せになれると思いました。 

 

 

 
どんないのちも大切にしたいという，子どもたちの優しい気持ちが込められています。 


